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編集責任者

串田信行

協力会員制度がスタート

会
員
の
拡
大
に
拍
車
を

北
陸
も
「
準
会
員
」
か
ら
「
協
力
会
員
」
へ
変
更

昨年の地方総会で選出された北陸退職者の会役員です

北
陸
退
職
者
の
会
は
昨
年
10
月
１
日
か
ら

『
準
会
員
』
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
て
き
た

　

Ｊ
Ｐ
労
組
中
央

本
部
は
、
退
職
者

の
会
会
員
拡
大
方

針
と
し
て
①
現
職

の
責
務
と
し
て
退

職
予
定
者
に
対
し

た
だ
く
た
め
に
「
退
職
者
の
会　

協
力
会
員
」
を
設
け
る
の
で
、

再
雇
用
等
で
勤
務
す
る
組
合
員

に
積
極
的
な
拡
大
行
動
を
す
る

こ
と
―
―
と
の
指
示
・
指
導
文

書
を
発
出
し
ま
し
た
。

　

こ
の
こ
と
は
、
Ｊ
Ｐ
労
組
退

職
者
の
会
を
２
０
１
４
年
４
月

に
設
立
し
て
今
日
ま
で
加
入
拡

大
活
動
を
展
開
し
て
き
ま
し
た

が
、
会
員
数
は
設
立
時
か
ら
減

少
し
て
い
る
こ
と
へ
の
対
応
策

と
し
て
制
度
化
し
、
定
年
・
勧

奨
退
職
が
実
施
さ
れ
る
３
月
末

を
意
識
し
、
会
員
拡
大
の
取
組

み
を
指
示
・
指
導
し
た
も
の
で
す
。

て
連
協
・
支
部
で
説
明
会
等
を

実
施
し
、
退
職
者
の
会
へ
の
加

入
活
動
を
行
う
こ
と
、
②
４
月

以
降
に
再
雇
用
等
で
引
き
続
き

勤
務
す
る
組
合
員
が
退
職
者
の

会
に
ス
ム
ー
ズ
に
加
入
し
て
い

　

今
回
の
Ｊ
Ｐ
労
組
中
央
本
部

の
決
定
内
容
は
、
北
陸
退
職
者

の
会
が
昨
年
10
月
１
日
か
ら
ス

タ
ー
ト
さ
せ
た
「
準
会
員
制
度
」

と
ほ
ぼ
同
じ
内
容
で
あ
り
、
①

会
報
等
の
情
報
を
送
付
、
②
退

職
者
の
会
行
事
に
は
参
加
出
来

る
、
③
会
費
は
徴
収
し
な
い
、

④
慶
弔
制
度
の
対
象
と
は
な
ら

な
い
、
⑤
退
職
者
の
会
役
員
に

は
な
れ
な
い
―
―
な
ど
で
す
。

　

北
陸
退
職
者
の
会
は
、
こ
の

指
示
・
指
導
を
受
け
、
会
員
の

拡
大
に
拍
車
を
か
け
ま
す
。

　

Ｊ
Ｐ
労
組
北
陸
地
本
は
、
１

月
14
日
開
催
の
地
本
執
行
委
員

会
、
お
よ
び
15
日
開
催
の
支
部

代
表
者
会
議
で
、
中
央
本
部
で

の
決
定
内
容
を
踏
ま
え
た
具
体

的
な
取
り
組
み
に
つ
い
て
確
認

し
ま
し
た
。

　

私
た
ち
北
陸
退
職
者
の
会
は

１
月
15
日
開
催
の
第
２
回
地
方

幹
事
会
で
、
北
陸
地
方
本
部
の

取
り
組
み
方
針
の
決
定
を
踏
ま

え
て
、
「
準
会
員
」
か
ら
呼
称

を
変
更
し
、全
国
と
同
様
の
「
協

力
会
員
」
と
し
て
運
用
、
取
り

組
む
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
協
力
会
員
と
し
て
加

入
い
た
だ
く
活
動
は
、
定
年
退

職
お
よ
び
勧
奨
退
職
と
な
り
継

続
し
て
郵
政
の
職
場
に
再
雇
用

と
な
る
な
ど
、
そ
の
情
報
等
入

手
が
出
来
る
現
役
組
織
の
責
務

と
な
る
わ
け
で
す
が
、
退
職
者

の
会
と
し
て
も
現
職
・
現
役
役

員
と
の
情
報
交
換
を
十
分
に
行

い
、
退
職
者
の
会
自
ら
も
協
力

会
員
へ
の
加
入
の
働
き
掛
け
に

取
り
組
む
体
制
を
連
協
・
支
部

に
お
い
て
強
化
す
る
こ
と
と
し

ま
し
た
。

　

加
入
拡
大
に
ご
協
力
下
さ
い
。



第12号2017年４月１日 ＪＰ労組北陸退職者の会会報

－ 2－

平
均
寿
命
と
健
康
寿
命
と
介
護
期
間

「
会
員
か
ら
の
質
問
に
答
え
て
」

　

高
齢
化
の
進
展
と
高
齢
者
介
護
に
つ
い
て
知
り
た
い

　

現
在
我
が
国
で
は
、
65
歳
以

上
の
人
口
は
25
％
を
超
え
て
お

り
、
２
０
２
５
年
に
は
75
歳
以

上
の
後
期
高
齢
者
が
二
千
万
人

を
超
え
る
と
推
定
さ
れ
て
い
ま

す
。

男…
健康寿命 介護期間

平均寿命 80.21 才

平均寿命 86.61 才

（平成 26年厚生労働省資料より改変）

女…

50　 55　 60　 65　 70　 75　 80　 85　 90　才

71.19 9.02

74.21 12.4

図１

加齢

健康
フレイル

健康寿命

生物学的寿命

要支援・要介護の
危険が高い状態

要支援・
要介護状態

身体機能障害
死

予
備
能
力

疾患・ストレス

図２

　

２
０
１
４
年
の
厚
生
労
働
省

資
料
に
よ
る
と
、
男
性
の
平
均

寿
命
は
80
・
21
歳
で
、
健
康
寿

命
が
71
・
19
歳
、
介
護
期
間
が

09
・
02
年
。
女
性
の
平
均
寿
命

は
86
・
61
歳
で
、
健
康
寿
命
が

74
・
21
歳
、
介
護
期
間
が
12
・

40
年
。
つ
ま
り
、
男
性
は
平
均

し
て
約
９
年
、
女
性
は
約
12
年

の
介
護
期
間
を
経
て
死
を
迎
え

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

２
０
１
７
年
３
月
１
日
厚
生

Ⅰ　

高
齢
者
福
祉
制
度

　

現
在
の
我
が
国
に
お
い
て

は
、
高
齢
者
の
諸
問
題
に
対
し

て
多
方
面
か
ら
の
施
策
が
実
施

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

介
護
（
介
護
保
険
法
）、
福

祉
（
老
人
福
祉
法
）、
医
療
（
高

齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関
す
る

法
律
）、
雇
用
（
高
年
齢
者
雇

用
安
定
法
）、
虐
待
（
高
齢
者

虐
待
防
止
法
）、
住
ま
い
（
高

齢
者
住
ま
い
法
）、
年
金
（
厚

生
年
金
保
険
法
）
の
他
に
福
祉

用
具
、
移
動
等
に
関
す
る
施
策

な
ど
。

労
働
省
発
表
の
速
報
値
で
は
、

男
性
の
平
均
寿
命
は
80
・
75
歳
、

女
性
が
86
・
99
歳
と
の
こ
と
で

す
が
、
健
康
寿
命
に
つ
い
て
は

発
表
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、

お
お
よ
そ
２
年
前
の
発
表
に
近

い
状
況
と
言
え
ま
す
。

　

上
の
図
２
に
示
す
「
フ
レ
イ

ル
」
と
は
、
介
護
の
危
険
が
高

い
が
、
ま
だ
健
康
を
維
持
し
て

い
る
状
態
を
言
い
ま
す
。
安
心

し
て
生
活
が
送
れ
る
よ
う
ま
ず

大
切
な
こ
と
は
、
栄
養
（
食
事
）

と
運
動
で
す
。
丈
夫
な
骨
や
筋

肉
を
保
つ
に
は
、
タ
ン
パ
ク
質
、

カ
ル
シ
ウ
ム
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
な

ど
の
摂
取
が
重
要
で
す
。
筋
力

維
持
の
た
め
の
有
酸
素
運
動
も

大
切
で
す
。

高
齢
者
福
祉
制
度
の
概
要
と
介
護
保
険
制
度

Ⅱ　

介
護
保
険
制
度
と
は

１　

は
じ
め
に

　

私
た
ち
の
社
会
は
、
現
在
、

急
速
に
高
齢
化
が
進
ん
で
い
ま

す
。

　

高
齢
化
に
伴
い
、
介
護
を
必

要
と
す
る
方
の
増
加
が
見
込
ま

れ
て
い
ま
す
が
、
少
子
化
・
核

家
族
化
な
ど
に
よ
り
、
家
族
だ

け
で
介
護
を
支
え
る
こ
と
は
困

難
な
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

「
介
護
保
険
制
度
」
は
、
こ

う
し
た
状
況
を
背
景
に
、
介
護

を
必
要
と
す
る
状
態
に
な
っ
て

も
安
心
し
て
生
活
が
送
れ
る
よ

う
、
介
護
を
社
会
全
体
で
支
え

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
平
成
12

年
４
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
も

の
で
す
。 

２　

介
護
保
険
の
し
く
み

　

介
護
保
険
制
度
は
、
加
入
者

が
保
険
料
を
出
し
合
い
、
介
護

が
必
要
な
と
き
に
認
定
を
受
け

て
、
必
要
な
介
護
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
す
る
制
度
で
す
。

（
１
）
実
施
主
体

　

介
護
保
険
の
実
施
主
体
は
、

市
町
村
で
す
。
市
町
村
は
保
険

（
３
ペ
ー
ジ
に
続
く
）
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（
２
ペ
ー
ジ
か
ら
の
続
き
）

者
と
し
て
、
保
険
料
と
公
費
を

財
源
と
し
て
、
介
護
保
険
事
業

を
運
営
し
て
い
ま
す
。

（
２
）
加
入
者
（
被
保
険
者
）

　

介
護
保
険
の
加
入
者
（
被
保

険
者
）
は
、
年
齢
に
よ
り
第
１

号
被
保
険
者
（
65
歳
以
上
の
方
）

と
第
２
号
被
保
険
者
（
40
歳
～

64
歳
の
方
で
医
療
保
険
に
加
入

さ
れ
て
い
る
方
）
に
区
分
さ
れ

て
い
ま
す
。
第
１
号
被
保
険
者

の
方
は
原
因
を
問
わ
ず
、
第
２

号
被
保
険
者
の
方
は
、
加
齢
に

よ
る
病
気
（
特
定
疾
病
）
が
原

因
で
介
護
や
支
援
が
必
要
に

　

介
護
保
険
で
受
け
ら
れ
る

サ
ー
ビ
ス
は
、
大
き
く
分
け
て
施

設
サ
ー
ビ
ス
と
居
宅
サ
ー
ビ
ス
に

な
っ
た
場
合
に
、
要
介
護
認
定

を
受
け
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
要
介

護
状
態
に
応
じ
た
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

（
３
）
保
険
料

　

第
１
号
被
保
険
者
は
、
年
金

か
ら
の
天
引
き
や
直
接
保
険
者

に
納
付
す
る
方
法
で
定
額
の
保

険
料
を
納
付
し
ま
す
。
第
２
号

被
保
険
者
は
、
国
民
健
康
保
険

料
や
職
場
の
健
康
保
険
料
な
ど

と
一
緒
に
納
付
し
ま
す
。
第
１

号
被
保
険
者
も
第
２
号
被
保
険

者
も
保
険
料
は
所
得
に
応
じ
て

決
ま
り
ま
す
。

Ⅲ　

介
護
保
険
で
受
け
ら
れ
る
サ
ー
ビ
ス

Ⅳ　

サ
ー
ビ
ス
を
う
け
る
と
き
の
負
担

分
か
れ
ま
す
。
平
成
18
年
４
月

か
ら
は
、
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス

な
ど
が
新
た
に
加
わ
り
ま
し
た
。

受けられるサービス

（１）施設サービス

・介護老人福祉施設

　（特別養護老人ホーム）

・介護老人保健施設

・介護療養型医療施設

（2）居宅サービス

ア、自宅を訪問してもらって

受けるサービス

・訪問介護

　（ホームヘルプサービス）

・夜間対応型訪問介護

・訪問看護

・訪問入浴介護

・訪問リハビリテーション

・居宅療養管理指導

イ、日帰りで施設・事業所に

通って受けるサービス

・通所介護（デイサービス）

・認知症対応型通所介護

・通所リハビリテーション

（デイケア）

ウ、家庭で介護が一時的に困

難になったときに施設で受

けるサービス

・短期入所生活介護

　（ショートステイ）

・短期入所療養介護

エ、福祉用具等のサービス

・福祉用具の貸与

　（レンタル）

・福祉用具の購入

・住宅の改修

オ、その他のサービス

・認知症対応型共同生活介護

　（グループホーム）

・特定施設入居者生活介護

・小規模多機能型居宅介護

（
１
）
利
用
の
際
の
負
担

　

介
護
保
険
の
サ
ー
ビ
ス
に

は
、
サ
ー
ビ
ス
ご
と
に
利
用
料

金
が
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
と
き

の
負
担
は
、
原
則
介
護
サ
ー
ビ

ス
費
用
の
１
割
で
す
。
そ
の
ほ

か
、
次
の
費
用
が
自
己
負
担
と

な
り
ま
す
。

・
施
設
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た

場
合
は
食
費
と
居
住
費

・
短
期
入
所
サ
ー
ビ
ス
を
利
用

し
た
と
き
は
食
費
と
居
住
費

・
通
所
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た

と
き
は
食
費

　

ま
た
、
要
介
護
度
ご
と
に
定

め
ら
れ
て
い
る
１
ヶ
月
に
利
用

で
き
る
サ
ー
ビ
ス
の
上
限
額

（
支
給
限
度
額
）
を
超
え
た
部

Ⅴ　

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
に
は

　

介
護
が
必
要
と
感
じ
て
介
護

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
よ
う
と
す

る
と
き
に
は
、
所
定
の
手
続
き

が
必
要
で
す
。

　

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
ま
で

の
流
れ
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
１
）
申
請（

４
ペ
ー
ジ
に
続
く
）

分
の
利
用
料
は
全
額
自
己
負
担

に
な
り
ま
す
。

（
２
）
利
用
者
負
担
の
軽
減

　

施
設
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た

場
合
の
食
費
と
居
住
費
、
短
期

入
所
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
と

き
の
食
費
と
居
住
費
は
、
所
得

の
状
況
に
応
じ
て
負
担
の
軽
減

措
置
が
あ
る
ほ
か
、
社
会
福
祉

法
人
の
提
供
す
る
介
護
サ
ー
ビ

ス
を
利
用
す
る
場
合
は
、
所
得

状
況
に
よ
り
社
会
福
祉
法
人
に

よ
る
利
用
者
負
担
の
減
免
制
度

が
あ
り
ま
す
。

（
３
）
高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費

　

世
帯
で
の
１
ヶ
月
の
介
護

サ
ー
ビ
ス
に
か
か
る
利
用
者
負

担
額
の
合
計
が
所
得
区
分
に
応

じ
た
上
限
額
を
超
え
た
場
合

は
、
利
用
者
負
担
軽
減
の
た
め
、

超
え
た
金
額
に
つ
い
て
高
額
介

護
サ
ー
ビ
ス
費
が
支
給
さ
れ
ま

す
。
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（
３
ペ
ー
ジ
か
ら
の
続
き
）

　

介
護
が
必
要
と
感
じ
た
ら
、

保
険
者
（
市
町
村
）
の
窓
口
に

要
介
護
認
定
の
申
請
の
手
続
き

を
し
ま
す
。

　

認
定
の
申
請
は
、
居
宅
介
護

支
援
事
業
所
や
介
護
保
険
施
設

な
ど
に
代
行
し
て
も
ら
う
こ
と

も
で
き
ま
す
。

（
２
）
要
介
護
認
定

ア
、
認
定
調
査

　

申
請
が
受
付
け
ら
れ
た
ら
、

調
査
員
が
自
宅
等
を
訪
問
し

て
、
ご
本
人
の
心
身
の
状
況
や

日
常
の
生
活
状
況
等
の
項
目
に

つ
い
て
聴
き
取
り
調
査
を
行
い

「
認
定
調
査
票
」
を
作
成
し
ま

す
。
あ
わ
せ
て
、
保
険
者
（
市

町
村
）
の
依
頼
に
よ
り
、
主
治

医
（
か
か
り
つ
け
医
）
に
「
主

Ⅵ　サービスに不満や

疑問のある場合

　利用しているサービスの内容

や対応に不満や疑問がある場合

は、次の方法をとることができ

ます。 

（１）事業者に直接苦情を申し

立てることができます。

　介護保険サービスの事業者に

は苦情解決のための体制が義務

付けられています。また、居宅

サービスの場合は担当のケアマ

ネージャーに申し出ることもで

きます。

（２）このほか、保険者である

市町村の窓口、都道府県の国民

健康保険連合会、地域によって

は設置されている第三者の苦情

申し立て窓口に苦情等について

申 し 立 て る こ

とができます。

治
医
の
意
見
書
」
を
書
い
て
も

ら
い
ま
す
。

イ
、
認
定
審
査

　

作
成
さ
れ
た
「
認
定
調
査
票
」

を
も
と
に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
で

一
次
判
定
が
行
わ
れ
ま
す
。
こ

の
一
次
判
定
結
果
と
「
認
定
調

査
票
中
の
特
記
事
項
」
「
主
治

医
の
意
見
書
」
を
参
考
に
、
介

護
・
医
療
・
保
健
分
野
の
専
門

家
で
構
成
さ
れ
る
「
要
介
護
認

定
審
査
会
」
で
二
次
判
定
を
行

い
、
要
介
護
度
を
決
定
し
ま
す
。

要
介
護
度
は
、
介
護
の
必
要
な

程
度
に
よ
っ
て
要
介
護
度
が
決

定
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
要
介
護
度
に
応
じ
て
、

利
用
で
き
る
介
護
サ
ー
ビ
ス
の

上
限
額
（
支
給
限
度
額
）
が
決

ま
り
ま
す
。
ま
た
要
支
援
の
場

合
と
要
介
護
の
場
合
で
利
用
で

き
る
サ
ー
ビ
ス
が
一
部
異
な
り

ま
す
。

　

な
お
、
要
介
護
認
定
の
結
果

に
不
満
が
あ
る
と
き
は
、
都
道

府
県
に
設
置
さ
れ
て
い
る
「
介

護
保
険
審
査
会
」
に
申
し
出
て
裁

決
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

（
３
）
介
護
サ
ー
ビ
ス
計
画
の

作
成

　

要
介
護
度
が
決
定
し
た
ら
、

本
人
や
家
族
の
要
望
、
生
活
の

状
況
、
利
用
で
き
る
サ
ー
ビ
ス

の
上
限
額
な
ど
を
勘
案
し
て
、

「
何
を
」
目
的
と
し
て
「
ど
の

サ
ー
ビ
ス
」
を
「
ど
れ
位
」
使

う
か
、
「
い
つ
」
使
う
か
、
「
ど

こ
の
サ
ー
ビ
ス
」
を
使
う
か
に

つ
い
て
「
介
護
サ
ー
ビ
ス
計
画
」

を
作
成
し
ま
す
。

　

「
介
護
サ
ー
ビ
ス
計
画
」
は

自
分
で
作
成
す
る
こ
と
も
可
能

で
す
が
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
に
つ

い
て
広
い
知
識
を
も
っ
た
居
宅

介
護
支
援
事
業
所
の
「
介
護

支
援
専
門
員
（
ケ
ア
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
）
」
に
依
頼
し
て
作
成

し
て
も
ら
う
こ
と
が
一
般
的
で

す
。
「
介
護
サ
ー
ビ
ス
計
画
の

作
成
」
に
つ
い
て
は
、
利
用
者

の
負
担
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

な
お
、
施
設
へ
の
入
所
を
希

望
さ
れ
る
方
は
、
直
接
施
設
に

申
し
込
ま
れ
る
か
、
既
に
居
宅

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
る
方

で
あ
れ
ば
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

に
相
談
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

（
４
）
サ
ー
ビ
ス
の
利
用

　

作
成
さ
れ
た
介
護
サ
ー
ビ
ス

計
画
に
沿
っ
て
、
介
護
サ
ー
ビ

ス
事
業
者
か
ら
介
護
サ
ー
ビ
ス

の
提
供
を
受
け
ま
す
。

　

各
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
に
お
い

て
も
、
「
介
護
サ
ー
ビ
ス
計
画
」

の
目
的
に
従
い
、
よ
り
詳
細
な

「
個
別
援
助
計
画
」
が
作
成
さ

れ
、
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
ひ

と
り
ひ
と
り
に
沿
っ
た
サ
ー
ビ

ス
が
提
供
さ
れ
ま
す
。

Ⅵ　サービスに不満や

疑問のある場合

　利用しているサービスの内容

や対応に不満や疑問がある場合

は、次の方法をとることができ

ます。 

（１）事業者に直接苦情を申し

立てることができます。

　介護保険サービスの事業者に

は苦情解決のための体制が義務

付けられています。また、居宅

サービスの場合は担当のケアマ

ネージャーに申し出ることもで

きます。

（２）このほか、保険者である

市町村の窓口、都道府県の国民

健康保険連合会、地域によって

は設置されている第三者の苦情

申し立て窓口に苦情等について

申 し 立 て る こ

とができます。
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石
川
連
協
た
よ
り

第
３
回
「
交
流
と
学
習
の
集
い
」
に
70
名
が
参
加

介
護
保
険
制
度
に
つ
い
て
学
ぶ

　

石
川
連
協
（
坂
本
哲
治
会
長
）

は
、
３
月
27
日
か
ら
二
日
間
、

会
員
60
名
と
現
役
支
部
代
表
等

８
名
お
よ
び
来
賓
・
講
師
２
名

の
合
わ
せ
て
70
名
の
参
加
の

下
、
山
代
温
泉
「
葉
渡
莉
」
に

お
い
て
『
第
３
回
交
流
と
学
習

の
集
い
』
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

開
会
の
冒
頭
、
坂
本
会
長
か

ら
①
こ
の
一
年
間
の
活
動
に
対

す
る
感
謝
、
②
退
職
者
の
会
が

お
か
れ
て
い
る
現
状
と
課
題
、

③
今
後
の
退
職
者
の
会
の
活
動

―
―
な
ど
に
触
れ
た
開
会
の
あ

い
さ
つ
が
あ
り
、
引
き
続
い
て

北
陸
退
職
者
の
会
か
ら
来
賓
と

第
３
回
幹
事
会
報
告

「
衆
議
院
選
挙
候
補
予
定
者
の
後
援
会
活
動
」

し
て
参
加
さ
れ
た
福
井
連
協
退

職
者
の
会
副
会
長
の
政
所
峯
子

氏
と
現
役
を
代
表
し
て
北
陸
地

本
中
西
書
記
長
か
ら
の
あ
い
さ

つ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

開
会
セ
レ
モ
ニ
ー
の
後
、
ま

ず
第
一
番
目
の
学
習
と
し
て
、

「
共
済
の
商
品
を
知
ろ
う
」
と

の
目
的
で
、
Ｊ
Ｐ
労
組
共
済
生

協
の
西
田
地
方
部
長
か
ら
共
済

商
品
の
説
明
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

引
き
続
き
、
今
回
の
メ
イ
ン

テ
ー
マ
で
あ
る
学
習
・
講
演
会

に
は
、
民
進
党
石
川
総
支
部
連

合
会
副
代
表
「
田
中
美
絵
子
氏

　

石
川
連
協
退
職
者
の
会
は
、

３
月
27
日
、
第
３
回
交
流
と
学

習
の
集
い
の
前
段
に
「
葉
渡

莉
」
で
第
３
回
幹
事
会
を
開
催

し
、
今
後
の
活
動
に
つ
い
て
協

議
し
、
具
体
的
な
連
協
お
よ
び

支
部
活
動
に
つ
い
て
意
識
統
一

を
は
か
り
ま
し
た
。

　

そ
の
内
容
は
、
①
第
３
回
交

流
と
学
習
の
集
い
の
進
め
方
、

②
会
員
の
拡
大
行
動
、
③
衆
院

議
員
選
挙
候
補
者
へ
の
当
面
の

取
り
組
み
―
―
な
ど
。

　

会
員
の
拡
大
に
つ
い
て
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
支
部
が
昨
年
か
ら

引
き
続
き
取
り
組
ん
で
き
ま
し

た
が
、
そ
の
成
果
が
徐
々
に
現

れ
て
き
て
お
り
、
４
月
以
降
も

継
続
し
て
取
り
組
む
こ
と
を
確

認
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
次
期
衆
議
院
選
挙
へ

の
対
応
に
つ
い
て
は
、
石
川
県

退
職
者
連
合
か
ら
の
要
請
に
基

づ
き
、
推
薦
決
定
を
し
て
い
る

（
衆
議
院
議
員
石
川
１
区
候
補

予
定
者
）
」
に
来
て
い
た
だ
き
、

『
高
齢
者
の
社
会
保
障
制
度
と

今
後
の
課
題
』
に
つ
い
て
講
演

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

講
演
で
は
、
高
齢
者
福
祉
制

度
の
概
要
と
介
護
保
険
制
度
の

し
く
み
、
介
護
保
険
で
受
け
ら

れ
る
サ
ー
ビ
ス
な
ど
、
ま
た
現

行
制
度
の
問
題
点
や
今
後
の
課

題
に
つ
い
て
も
触
れ
て
い
た
だ

き
、
退
職
者
の
会
員
お
よ
び
家

族
の
今
後
に
迫
っ
て
く
る
で
あ

ろ
う
「
介
護
」
問
題
に
つ
い
て

勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

　

夕
食
懇
親
会
は
、
地
元
退
職

者
の
会
南
加
賀
支
部
役
員
（
正

田
会
長
、
吉
岡
事
務
局
長
）
の

司
会
・
進
行
で
進
め
ら
れ
、
久

し
ぶ
り
の
顔
と
顔
に
話
し
に
花

が
咲
き
、
飲
み
交
わ
す
杯
・
グ

ラ
ス
の
お
酒
・
ビ
ー
ル
も
瞬
く

間
に
空
ビ
ン
の
山
。
カ
ラ
オ
ケ

も
順
番
が
何
時
に
な
る
の
か
不

安
な
く
ら
い
に
、
２
時
間
の
懇

親
時
間
も
あ
っ
と
言
う
間
に
終

わ
り
と
な
り
ま
し
た
。

　

翌
28
日
は
、
朝
食
後
の
グ

ル
ー
プ
毎
の
散
策
な
ど
、
そ
れ

ぞ
れ
が
三
々
五
々
帰
路
に
つ
き

ま
し
た
。

①
石
川
１
区
「
田
中
美
絵
子
」

候
補
予
定
者
、
②
石
川
３
区
「
近

藤
和
也
」
候
補
予
定
者
の
後
援

会
活
動
に
積
極
的
に
参
加
し
て

い
く
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

具
体
的
に
は
、
①
候
補
予
定

者
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
ポ
ス

テ
ィ
ン
グ
や
ポ
ス
タ
ー
の
掲
示

へ
の
活
動
協
力
、
②
会
員
宅
訪

問
活
動
、
③
後
援
会
事
務
所
で

の
事
務
応
援
―
―
な
ど
。

　

会
員
の
み
な
さ
ん
の
中
で
、

ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
、ポ
ス
タ
ー
掲
示
、

後
援
会
事
務
所
で
の
事
務
な
ど
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
へ
の
参
加
を
希

望
し
て
下
さ
る
方
は
是
非
支
部

役
員
ま
で
ご
一
報
下
さ
い
。
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福井中央支部の親睦会
2017.３.５～６　かんぽの宿福井

第３回連協幹事会の出席者
2017.３.13

前年の福井県退職者連合の親睦会の集合写真
　ＪＰ退職者の会からは、山本忠さん夫妻、佐々木洋子さん、
　小竹照美さん、近藤源一郎さんが参加しました。

福
井
連
協
た
よ
り

　

福
井
連
協
退
職
者
の
会
（
山

本
忠
会
長
）
は
、
福
井
県
退
職

者
連
合
が
毎
年
恒
例
と
し
て
開

集
い
聞
く
話
す
親
睦
会
を
開
催

福
井
中
部
支
部

幹
事
会
を
開
催

福
井
県
退
職
者
連
合
主
催

『
瀬
戸
内
ク
ル
ー
ズ
で
小
豆
島
』

参
加
者
を
募
集

催
し
て
い
る
親
睦
旅
行
「
瀬
戸

内
ク
ル
ー
ズ
小
豆
島
散
策
」
に

参
加
す
る
会
員
（
家
族
も
含
む
）

を
募
っ
て
い
ま
す
。

　

開
催
日
時
は
、
５
月
22
～
23

日
の
一
泊
二
日
で
す
。
食
事
は

昼
食
二
回
、
夕
食
一
回
、
朝

食
二
回
を
含
め
て
参
加
費
は

二
万
五
千
円
の
格
安
で
の
企
画

提
供
で
す
。

　

貸
し
切
り
バ
ス
は
、
奥
越
エ

リ
ア
、
中
部
エ
リ
ア
、
南
部
エ

リ
ア
の
三
カ
所
を
巡
り
ま
す
。

　

本
親
睦
旅
行
の
締
め
切
り
は

４
月
20
日
で
す
。
参
加
希
望
の

会
員
は
、
Ｊ
Ｐ
労
組
福
井
連
協

事
務
局
（
０
７
７
６
―
２
２
―

０
４
８
４
・
漆
崎
事
務
員
）
ま

で
一
報
下
さ
い
。
参
加
者
の
取

り
ま
と
め
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

参
加
費
に
つ
い
て
は
、
あ
ら

か
じ
め
振
り
込
む
か
、
当
日
持

参
し
て
払
っ
て
下
さ
い
。

　

ま
た
、
旅
行
参
加
者
の
方
に

は
、
別
途
「
旅
行
日
程
表
」
等

を
郵
送
し
ま
す
。
な
お
、
ご
夫

婦
で
一
室
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
追
加
料
金
八
千
円
が
必
要

と
な
り
ま
す
。

　

福
井
中
部
支
部

（
高
島
文
明
支
部
長
）

は
３
月
５
～
６
日
、

か
ん
ぽ
の
宿
福
井

で
、
22
名
の
会
員
の

参
加
の
下
に
「
集
い

聞
く
話
す
」
を
目
的

と
し
た
親
睦
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

　

親
睦
会
で
は
、
組

織
生
協
商
品
説
明

会
、
女
性
の
た
め
の

講
座
（
①
健
康
に
生

き
る
に
は
、
②
ど
こ

で
も
で
き
る
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
、

③
脳
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
）
な
ど
、

多
彩
な
企
画
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
お
待
ち
か
ね
の
懇
親

会
は
、
高
島
支
部
長
の
乾
杯
で

始
ま
り
、
「
く
じ
引
き
」
も
な

か
な
か
の
盛
況
で
、
懇
親
会
を

大
い
に
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　

参
加
の
み
な
さ
ん
は
、
夕
食

懇
親
会
の
盛
り
上
が
り
を
そ
の

ま
ま
に
話
し
に
花
を
咲
か
せ
、

集
う
、
聞
く
、
話
す
こ
と
の
大

切
さ
を
感
じ
て
い
ま
し
た
。

　

福
井
連
協
退
職
者
の
会
（
山

本
忠
会
長
）
は
３
月
13
日
、
第

３
回
幹
事
会
を
開
催
し
、
新
た

に
会
員
５
名
が
加
入
し
た
こ
と

と
総
会
ま
で
に
８
名
の
拡
大
を

す
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

ま
た
次
回
の
「
お
も
て
な
し

イ
ベ
ン
ト
」
は
福
井
支
部
（
山

崎
治
幸
会
長
）
が
担
当
し
、
来

年
４
月
18
日
に
花
見
と
合
わ
せ

一
乗
谷
朝
倉
遺
跡
散
策
し
、
昼

食
は
名
物
カ
ツ
丼
定
食
と
す
る

こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

続
い
て
西
畑
ち
さ
よ
県
議
か

ら
県
政
報
告
、
次
期
衆
議
院
選

挙
二
区
候
補
予
定
者
「
斉
木
武

志
氏
」
と
の
意
見
交
換
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
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富
山
連
協
た
よ
り

２
０
１
７
年
新
春
の
集
い
に

　
20
名
の
参
加
者
が
集
い

　
　
会
員
相
互
の
親
睦
を
図
る

 

Ｊ
Ｐ
労
組
富
山
連
協
退
職
者

の
会
（
中
村
繁
会
長
）
は
、
去

る
２
月
５
日
、
富
山
第
一
ホ
テ

ル
で
新
春
の
集
い
を
開
催
し
ま

し
た
。

　

新
春
の
集
い
は
、
会
員
の
み

な
さ
ん
を
は
じ
め
現
役
の
会
か

連
協
幹
事
会
を
開
く

　富山連協退職者の会は、会員およ

び協力会員（準会員）のみなさん

との親睦と交流を図ることを目的

として、「パークゴルフ」を次のと

おり開催することとしましたので、

会員および協力会員のみなさんの

ご参加をお願いします。

記

１　日時　2017 年６月 15 日（木）

２　集合　午前９時 30 分

３　開始　午前 10 時～

４　場所　富山市パークゴルフ場

　　　　　　富山市岩瀬天池町 1-8

　　　　　　℡ 076-438-1809

５　会費　1，000 円

（昼食、競技代金含む）

６　締切り　４月 20 日までに同封

　　の葉書または℡ 076-437-5928

　　までお願いします。

７　交通手段

　　ライトレールとフィダーバス

　　を乗り継ぎます。

　　◎富山駅北発８時 25 分に乗り

　　　岩瀬浜発９時 01 分のバスで

　　　パークゴルフ場前下車。

　　◎富山駅北発８時 57 分に乗り

　　　岩瀬浜発９時 31 分のバスで

　　　パークゴルフ場前下車。

ら
土
肥
信
次
連
協
議
長
、
川
島

靖
北
陸
退
職
者
の
会
特
別
幹

事
、
富
山
東
部
支
部
、
富
山
西

部
支
部
、
富
山
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ

支
部
支
部
長
等
来
賓
の
方
々
な

ど
20
名
の
参
加
の
下
に
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
東
秀
雄
事
務
局
長

の
司
会
進
行
で
進
め
ら
れ
、
中

村
会
長
の
主
催

者
代
表
あ
い
さ

つ
、
来
賓
各
位

の
あ
い
さ
つ
に

続
い
て
、
富
山

東
部
支
部
斉
藤

孝
一
支
部
長
の

乾
杯
の
発
生
で

開
宴
と
な
り
ま

し
た
。

　

今
年
の
新
春

の
集
い
は
、
初
め
て
の
企
画
と

し
て
、
会
員
手
作
り
の
抽
選

カ
ー
ド
に
よ
る
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム

が
行
わ
れ
、
参
加
者
全
員
に
番

号
あ
わ
せ
に
よ
る
商
品
が
当
た

る
よ
う
に
工
夫
さ
れ
て
い
ま
し

た
。

　

祝
宴
の
進
む
中
で
カ
ラ
オ
ケ

会
が
始
ま
り
、
の
ど
に
自
慢
の

参
加
者
等
の
力
の
入
り
方
も
ひ

と
し
お
で
、
会
員
相
互
の
親
睦

が
は
か
ら
れ
た
新
春
の
集
い
と

な
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
笹
島
副
会
長
の
締

め
の
あ
い
さ
つ
で
お
開
き
と
な

り
、
参
加
者
は
三
々
五
々
会
場

を
後
に
し
ま
し
た
。

　

富
山
連
協
退
職
者
の
会
は
、

３
月
18
日
、
第
３
回
連
協
幹

事
会
を
開
催
し
、
今
後
の
諸

活
動
に
つ
い
て
協
議
・
決
定

し
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
会
員
の
拡
大
に
つ
い

て
は
、
準
会
員
（
協
力
会
員
に

名
称
を
変
更
）
の
方
々
と
の
強

調
と
加
入
拡
大
対
象
者
へ
の
働

き
か
け
の
継
続
推
進
を
確
認
し

ま
し
た
。

　

レ
ク
行
事
に
つ
い
て
は
、
６

月
15
日
に
連
協
退
職
者
の
会
主

催
の
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会
を
実

施
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
具

体
的
な
内
容
は
左
の
囲
み
記
事

と
折
り
込
み
の
案
内
文
書
で
お

読
み
取
り
下
さ
い
。

　

次
に
恒
例
の
親
睦
旅
行
に
つ

い
て
は
、
10
月
20
～
21
日
に
実

施
す
る
こ
と
を
決
め
、
今
後
、

旅
行
先
等
に
つ
い
て
検
討
す
る

こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

そ
の
他
、
富
山
県
退
職
者
連

合
主
催
の
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会

へ
の
参
加
者
の
募
集
を
確
認
し

ま
し
た
。

　

富
山
地
区
は
５
月
12
日

　

高
岡
地
区
は
５
月
13
日

　

新
川
地
区
は
５
月
11
日

　

砺
波
地
区
は
５
月
16
日

各
地
区
大
会
の
10
日
前
ま
で
に

中
村
会
長
に
申
し
込
む
こ
と
。

富山連協主催の
パークゴルフ



第12号2017年４月１日 ＪＰ労組北陸退職者の会会報

－ 8－

現
契
約
で
、
万
が
一
の
場
合
に
対
応
出
来
ま
す
か
？

　
　

過
去
の
契
約
の
ま
ま
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？

　
　

地
震
災
害
な
ど
へ
の
対
応
は
出
来
て
ま
す
か
？

　
　

頼
り
に
な
る
の
は
Ｊ
Ｐ
共
済
生
協
商
品
で
す
。

見直そう !!　火災保険
　

会
員
の
み
な
さ

ん
、
あ
な
た
の
家

の
火
災
保
険
の
契

約
内
容
は
ご
存
じ

で
す
か
？

　

案
外
と
、
ず
い
ぶ
ん
昔
に
契

約
し
た
ま
ま
、
見
直
し
が
さ
れ

て
い
な
い
よ
う
で
す
。
時
に
は
、

新
築
時
に
借
り
入
れ
金
の
た
め

に
火
災
保
険
の
契
約
を
し
、
返

済
終
了
時
に
そ
の
火
災
保
険
の

契
約
が
切
れ
て
し
ま
っ
て
い
た

と
言
う
人
も
い
ま
す
。

　

ま
た
、
現
行
契
約
の
火
災
保

険
内
容
が
、
万
が
一
の
場
合

に
「
そ
ん
な
契
約
内
容
だ
っ
た

と
は
知
ら
な
か
っ
た
」
な
ど
と

い
う
こ
と
も
耳
に
し
ま
す
し
、

て
っ
き
り
全
て
の
補
償
が
さ
れ

て
い
る
も
の
と
思
い
込
ん
で
い

た
た
め
に
、
風
水
害
や
地
震
な

ど
の
自
然
災
害
に
よ
る
補
償
が

さ
れ
な
か
っ
た
と
言
う
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

　

あ
な
た
の
お
住
ま
い
は
、
火

災
・
風
水
害
・
雪
害
か
ら
地
震

ま
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
リ
ス
ク
に

対
す
る
補
償
を
そ
な
え
て
い
ま

す
か
。

　

Ｊ
Ｐ
共
済
生
協
は
、
古
い
住

宅
や
家
財
で
も
「
再
取
得
価
額

（
火
災
な
ど
に
よ
る
被
害
に
対

し
て
、
同
程
度
の
も
の
を
新
た

に
購
入
・
修
理
す
る
た
め
に
必

要
な
金
額
）
」
で
補
償
し
ま
す
。

　

こ
の
お
知
ら
せ
を
見
て
い
た

だ
い
た
こ
と
を
機
会
に
、
あ
な

た
の
家
の
、
ま
た
は
賃
貸
で
お

住
み
に
な
っ
て
い
る
家
屋
の
火

災
保
険
の
現
状
を
見
直
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

　

そ
し
て
、
是
非
、
Ｊ
Ｐ
共
済

生
協
に
ご
相
談
下
さ
い
。

　

身
近
な
相
談
は
退
職
者
の
会

支
部
役
員
ま
た
は
Ｊ
Ｐ
共
済

生
協
北
陸
地
方
部
（
電
話
は

０
７
６
‐
２
６
０
‐
３
１
９
）

に
問
い
合
わ
せ
て
下
さ
い
。


